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第 52回 日本呼吸器学会学術講演会（神戸）4月、2012 

No.17 寺本信嗣： 

  肺炎ガイドラインにより何が変わるか 

         教育講演 

第 86回 日本感染症学会総会呼吸器学会学術講演会（長崎）4月、2012 

No.18  松山政史、石井幸雄、檜澤伸之、小川賢二：  

遺伝子改変マウスを用いた肺 MAC 症病態生理の解明（シンポジウム）． 

第 87回日本結核病学会総会, （広島）5月 2012 

No.19 Teramoto S, Hizawa N： 
  Influences of the huge earthquake-associated disaster on the clinical symptoms and 
radiographic findings in patients with non-tuberculous mycobacterium (NTM)  

107th International Conference of American Thoracic Society  (San Franciscor), 5 月, 2011 
No.20 Akashi S, Teramoto S, Kawashima M, Nakajima Y.: 
Influences of arterial carbon dioxide tnsion (paco2) and conscious level on the adaptation   of 
NPPV in patients with chronic respiratory failure with ccute exacerbation. 

106th International Conference of American Thoracic Society  (Denver), 5 月, 2011 
No.21 Akashi S, Teramoto S, Kawashima M, Nakajima Y.: 
The usefulness of non-invasive positive pressure ventilation (NPPV) in acute   
 exacerbation of  interstitial pneumonia. 

107th International Conference of American Thoracic Society  (San Francisco), 5 月, 2012 
No.22  Ano S, Morishima Y, Ishii Y, Yamadori T, Masuko H, Kaneko Y, Fujita J, Ohtsuka S, Matsuyama 

M, Nozato K, Kawaguchi M, Sakamoto T, Hizawa N. 

Th2/Th17 milieu determines the phenotype of airway inflammation in mice. 

American Thoracic Society 2012 International Conference (San Francisco)、6 月、2012 

No.23 Ota K, Kawaguchi M, Kokubu F, Matsukura S, Ano S, Fujita J, Masuko H, Morishima Y, Huang 

SK, Ishii Y, Stoh H, Sakamoto T, Hizawa N. 
IL-17F induces CCL20 expression in bronchial epithelial cells 

American Thoracic Society 2012 International Conference (San Francisco)、6 月、2012 

No.24 Fujita J, Kawaguchi M, Kokubu F, Matsukura S, Kurokawa M, Nozato K, Satoshi A, Kaneko Y, 

Masuko H, Yamadori T, Yageta Y, Morishima Y, Ishii Y, Sakamoto T, Satoh H, Hizawa N. 
IL-33 influences IL-17F in bronchial epithelial cells. 

American Thoracic Society 2012 International Conference (San Francisco)、6 月、2012 

No.25 Iijima H, Kaneko Y, Masuko H, Sakamoto T, Naitoh T, Hirota T, Tamari M, Konno S, Nishimura M, 

Hizawa N. 



Influences of smoking on the association between thymic stromal lymphopoietin (TSLP) genotypes and 

IgE responses to inhaled allergens. 

American Thoracic Society 2012 International Conference (San Francisco)、6 月、2012 

No.26 Kaneko Y, Masuko H, Sakamoto T, Iijima H, Yatagai H, Yamada N, Hizawa N. 

The search for common pathways for asthma and COPD. 

American Thoracic Society 2012 International Conference (San Francisco)、6 月、2012 

No.27 Masuko T, Yatagai Y, Yamada H, Kaneko Y, Sakamoto T, Iijima H, Naito T, Noguchi E, Hirota T, 

Tamari M, Hizawa N. 
Genetic polymorphisms associated with total IgE levels in the Japanese population: A replication analysis 

by genome-wide association study. 

American Thoracic Society 2012 International Conference (San Francisco)、6 月、2012 

No.28  梶有貴、住谷智恵子、篠塚愛未、片山皓太、佐藤利栄、大原元、籠橋克紀、栗島浩一、佐藤浩昭.  

胸腺腫全摘後に非結核性抗酸菌症を診断した 1例.  

第 195回茨城県内科学会(水戸) 6月,2012 

No.29  佐藤利栄、細井崇弘、梶有貴、住谷智恵子、篠塚愛未、片山皓太、大原元、籠橋克紀、栗島浩一、

佐藤浩昭 

慢性閉塞性肺疾患急性増悪を契機に診断された小細胞肺癌の 1例.  

第 195回茨城県内科学会(水戸) 6月,2012 

No.30 藤田英理子、黒澤陽一、濱田治、尾本美代子、藤原和哉、大原元、籠橋克紀、栗島浩一、曽根博

仁、佐藤浩昭.  

糖尿病性ケトアシドーシスに併発した肺アスペルギルス症の 1例. 

第 588回日本内科学会関東地方会. (東京) 6月,2012 

No.31 乾 年秀，肥田憲人，原田匡一，小宅康之，柴垣泰郎，山内孝義、頼 冠甫, 林 太智、寺本信

嗣：  意識消失発作を認めた高齢者肺アスペルギルス症の 1例 

第 588回日本内科学会関東地方会（東京）6月、2012 

No.32 寺本信嗣： 

  ランチョンセミナー．脳卒中後肺炎(post-stroke pneumonia)の治療戦略  

第 54回日本老年医学会学術集会（東京）6月、2012 

No.33 寺本信嗣： 

  ランチョンセミナー．肺炎診療における医療・介護関連肺炎（NHCAP）の今日的意義 

ーTo Treat, or Not to Treat ?ー  

第 109回日本結核病学会近畿地方会、 

第 79回日本呼吸器学会近畿地方会（京都）6月、2012 

No.34 米山文弥，肥田憲人，乾 年秀，小宅康之，山内孝義、頼 冠甫, 林 太智、寺本信嗣： 

TNF 阻害剤で関節リウマチ治療中に肺炎で入院中非結核性抗酸菌症が増悪した高齢女性の 1例 

第 589回日本内科学会関東地方会（東京）7月、2012 

No.35 蔵田 泉，原田匡一，肥田憲人，小宅康之，山内孝義、頼 冠甫, 林 太智、寺本信嗣： 

  胃癌術後で原因不明の胸水貯留と発熱状態に対してγグロブリンおよびメロペネム投

与が無効であった症例にアジスロマイシン投与が有効であった 1例 

第 589回日本内科学会関東地方会（東京）7月、2012 

No.36  大原元、熊谷亮、内田雅俊、住谷智恵子、稲用絢、糸井覚、五十野博基、籠橋克紀、佐藤浩昭.     

抗血小板薬クロピドグレル内服中に気胸を発症し、胸腔チューブによる脱気経過中に血胸を発症した 1

例.  



第 17回 Ibaraki Respiration Conference (水戸) 7月、2012 

No.37  片山皓太、澤文、篠塚愛未、住谷智恵子、梶有貴、佐藤利栄、小林裕幸、大原元、籠橋克紀、

佐藤浩昭.  

慢性閉塞性肺疾患経過観察中にみられた Ortner症候群の 1例. 

第 589回日本内科学会関東地方会. (東京) 7月、2012 

No.38  古川欣也、鏑木孝之、林原賢治、斎藤武文、遠藤健夫、檜澤伸之、西村嘉裕、中村博幸、岸厚

次、橋本俊夫、名和健、石川博一、稲垣雅春、籠橋克紀、佐藤浩昭. 

 茨城県における再発、進行非小細胞肺癌に対する erlotinibの有効性・安全性の検討.  

第 10回日本臨床腫瘍学会学術集会. (大阪) 7月、2012  

No.39   熊谷亮、籠橋克紀、大原元、栗島浩一、佐藤浩昭.  

抗腫瘍薬と EGFR-TKIを繰り返し投与した肺腺癌の 1例.  

第 2回はいがんスキルアップ研鑽会. (水戸) 7月、2012 

No.40 坂下麻衣、山田英恵、櫻井啓文、金澤潤、小川良子、本間晋介、川口未央、栗島浩一、森島祐子、

石井幸雄、坂本透、大塚盛男、南優子、野口雅之、檜澤伸之: 

     Reversed halo sign を呈した限局型 Wegener肉芽種症の１例. 

 第 17回 IRC (Ibaraki Respiration Conference). (水戸) 7月、2012 

No.41 井上剛志，肥田憲人，乾 年秀，山内孝義、頼 冠甫, 林 太智、寺本信嗣： 

ステロイドパルス療法と好中球エラスターゼ阻害薬投与の併用が有効と考えられた高齢者レジオネラ肺

炎の 1例 

第 590回日本内科学会関東地方会（東京）9月、2012 

No.42 肥田憲人，乾 年秀，小宅康之，山内孝義、頼 冠甫, 林 太智、寺本信嗣： 

  不整脈による胸部不快感が肺がん対する化学療法後消失した癌性胸膜炎の 1例 

第 591回日本内科学会関東地方会（東京）10月、2012 

No.43   篠塚愛未、加藤幹朗、只野惣介、渡辺 基信、近藤匡、石橋敦、渡邊宗章、大原元、籠橋克紀、

佐藤浩昭.  

肺癌化学療法経過中に虫垂炎による腸腰筋膿瘍を発症した 1例. 第 591回日本内科学会関東地方会.  

（東京）10月、2012 

No.44   梶有貴、住谷智恵子、篠塚愛未、佐藤利恵、片山皓太、大原元、籠橋克紀、栗島浩一、佐藤浩

昭. 

陽子線照射後照射範囲外に浸潤陰影を認めた高齢肺癌の 1例.  

第 196回茨城県内科学会（水戸）10月、2012 

No.45   籠橋克紀、大原元、栗島浩一、佐藤浩昭. 

 高齢扁平上皮肺癌の１例. 

第 33回茨城肺癌研究会（阿見）10月、2012 

No.46 山口泰弘, 石井正紀,寺本信嗣： 

  睡眠呼吸障害と嚥下機能, 誤嚥との関連について 

シンポジウム４ 嚥下障害と生理機能をめぐる諸問題  

第 42回 日本日本臨床生理学会総会（長崎）10月、2012 

No.47 寺本信嗣： 

教育セミナー27医療・介護関連肺炎（NHCAP）のコントラバシ‐To Treat, or Not to Treat?  

第 61回日本感染症学会東日本地方会学術集会 

第 59回日本化学療法学会東日本支部総会合同学会（東京）10月、2012 

No.48  住谷智恵子、梶有貴、篠塚愛未、佐藤利恵、片山皓太、大原元、籠橋克紀、栗島浩一、渡辺基信、



佐藤浩昭.  

肺癌腹腔内リンパ節転移による黄疸に対し PTCDを施行した 1例.  

第 592回日本内科学会関東地方会. （東京）11月、2012 

No.49  藤田純一、川口未央、國分二三男、松倉聡、黒川信嗣、太田恭子、阿野哲士、金子美子、森島祐

子、石井幸雄、坂本透、佐藤浩昭、檜澤伸之. 

気道平滑筋細胞からの IL-17による IL-6, IL-8産生. 

第 62回日本アレルギー学会秋季学術大会. （大阪）10月、2012 

No.50  太田恭子、川口未央、藤田純一、森島祐子、石井幸雄、佐藤浩昭、坂本透、檜澤伸之. 

気道上皮細胞と肺胞上皮細胞における IL-32の発現.第 62回日本アレルギー学会秋季学術大会.  

（大阪）11月、2012 

No.51  金本幸司、中澤真理子、山田英恵、田村智宏、大原元、籠橋克紀、栗島浩一、飯島浩晃、石川博

一、佐藤浩昭. 

肺癌治療関連白質脳症の報告.第 53回日本肺癌学会. 

 （岡山）11月、2012 

  

No.52  大原元、籠橋克紀、佐藤信也、宮崎邦彦、中澤健介、児玉孝秀、本間晋介、金本幸司、栗島浩一、

石橋敦、高屋敷典生、石川博一、佐藤浩昭、檜澤伸之. 

Gefitinibが奏効した腺扁平上皮癌の 1例.第 53回日本肺癌学会.（岡山）11月、2012 

No.53  中澤健介、栗島浩一、塩澤利博、佐藤信也、田村智宏、籠橋克紀、本間晋介、金本幸司、石川博

一、佐藤浩昭、檜澤伸之. 

非小細胞肺癌における転移臓器と予後の検討. 

第 53回日本肺癌学会. （岡山）11月、2012 

No.54   櫻井啓文、栗島浩一、中澤健介、塩澤利博、宮崎邦彦、小川良子、籠橋克紀、本間晋介、川口

未央、田村智宏、金本幸司、石川博一、佐藤浩昭、檜澤伸之. 

糖尿病を合併した原発性肺癌の予後についての検討. 

第 53回日本肺癌学会. （岡山）11月、2012 

No.55   田村智宏、栗島浩一、中澤健介、塩澤利博、本間晋介、金本幸司、佐藤信也、宮崎邦彦、児玉

孝秀、小澤雄一郎、市村秀夫、石川博一、佐藤浩昭、檜澤伸之. 

原発性肺癌における血清 KL-6値の臨床的検討.第 53回日本肺癌学会. （岡山）11月、2012 

No.56   宮崎邦彦、佐藤信也、田村智宏、中澤健介、大原元、児玉孝秀、籠橋克紀、本間晋介、栗島浩

一、石川博一、佐藤浩昭、檜澤伸之. 

初診時に診断しえた消化管転移をきたした肺癌症例の検討. 

第 53回日本肺癌学会. （岡山）11月、2012 

No.57   黒川 真嗣, 松倉 聡, 川口 未央, 家城 光志, 鈴木 慎太郎, 渡邊 伸, 尾高 美保, 本間 哲也, 

竹内 ひろ子, 足立 満:  

樹状細胞における IL-33の TARC、MDC発現効果と伝達経路.  

第 62回日本アレルギー学会秋季学術大会(大阪) 11月、2012. 

No.58   阿野 哲士, 森島 祐子, 石井 幸雄, 大塚 茂男, 松山 政史, 中澤 健介, 松野 洋輔, 川口 未

央, 坂本 透, 檜澤 伸之:  

 OVA誘導性好中球性気道炎症に対する抗 IL-6受容体抗体の有効性.  



第 62回日本アレルギー学会秋季学術大会(大阪) 11月、2012. 

  

No.59  飯島弘晃、金子美子、山田英恵、谷田貝洋平、坂本 透、檜澤伸之 

吸入抗原特異的 IgE抗体－MAST26、MAST33と ImmunoCAPの比較－ 

第 62回日本アレルギー学会秋期学術大会（大阪）11月、2012 

No.60  谷田貝洋平、増子裕典、山田英恵、金子美子、坂本 透、飯島弘晃、内藤隆志、野口恵美子、藤

枝重治、坂下雅文、意元義政、広田朝光、玉利真由美、今野 哲、西村正治、檜澤伸之 

日本人血清総 IgE 値のゲノムワイド関連解析 

第 62回日本アレルギー学会秋期学術大会（大阪）11月、2012 

No.61  金子美子、谷田貝洋平、坂本 透、山田英恵、飯島弘晃、檜澤伸之 

喘息と COPD における Common pathwayの探索 

第 62回日本アレルギー学会秋期学術大会（大阪）11月、2012 

No.62  山田英恵、飯島弘晃、金子美子、谷田貝洋平、坂本 透、内藤隆志、今野 哲、西村正治、檜澤

伸之 

気管支喘息におけるアトピー分類と呼吸機能の解析 

第 62回日本アレルギー学会秋期学術大会（大阪）11月、2012 

No.63 菊池真秀，乾 年秀，肥田憲人，山内孝義、堀口 尚、頼 冠甫, 林 太智、寺本信嗣： 

  Pemetrexedが特徴的な抗腫瘍効果を示した肺腺扁平上皮癌の 1剖検例 

第 592回日本内科学会関東地方会（東京）11月、2012 

No.64 大澤翔、阿野哲士、乾年秀、重政理恵、櫻井啓文、谷田貝洋平、小川良子、松野洋輔、本間晋介、

川口未央、栗島浩一、森島祐子、石井幸雄、坂本透、大塚盛男、南優子、野口雅之、檜澤伸之: 

排便によって誘発される喘息の一例.  

第 163回日本結核病学会関東支部学会、 

第 203回日本呼吸器学会関東地方会. （東京）2月、2013 

No.65   藤田純一、川口未央、太田恭子、森島祐子、石井幸雄、坂本透、佐藤浩昭、檜澤伸之:  

気道上皮細胞からの IL-17Fの産生とその機構.  

筑波大学・東京理科大学生命医科学研究所合同リトリート. （千葉）3月、2013 

 

そ の 他 

No.1 檜澤 伸之： 

  気管支喘息～病態の多様性とテーラーメード医療～ 

新潟市内科医会学術講演会（新潟）1月、2012 

No.2 檜澤 伸之： 

  臨床に役立つ気管支喘息の最新情報 

朝日 Asthmaセミナー（大阪）1月、2012 

No.3 檜澤 伸之： 

  最新の喘息治療と今後の展望 

朝日 Asthmaセミナー（那覇）1月、2012 

No.4 檜澤 伸之： 

  喘息と COPD～最近の話題 

ひたちなか地区学術講演会（ひたちなか）1月、2012 

No.5 寺本信嗣：  



なぜ医療ケア関連肺炎(HCAP)ではいけなかったのか？ーNHCAP誕生秘話ー 

NHCAPと重症感染症講演会 

（京都）1月、2012 

No.6 檜澤 伸之： 

  喘息治療における個別化医療の重要性～LTRAと LABAの使い分け～ 

第 37回十勝地区呼吸器疾患研究会（帯広市）2月、2012 

No.7 寺本信嗣：  

高齢者肺炎をどのように、どこまで治療するのか？ーNHCAPと PEGの功罪ー 

社会保険中京病院、倫理講演会第 3回（名古屋）2月、2012 

No.8 寺本信嗣： 

 世界４大成人病 COPD ｰ Do you know CAT or Horse?ｰ 

第 8回長崎 COPD研究会第 21回日本禁煙推進医師歯科医師連盟総会・学術総会、共催講演（東京）2 月、

2012 

No.9 寺本信嗣：  

世界 4大成人病最後の課題 COPD-Acute exacerbatorsに対する新治療戦略- 

第 8回長崎 COPD研究会（長崎）2月、2012 

No.10  籠橋克紀、佐藤浩昭. 

ブデソニド/ホルモテロール配合剤における臨床的有用性に関する検討. 

 常陸太田市医師会学術講演会(常陸太田) 2月、2012 

No.11 寺本信嗣：  

COPDの新展開と QOL 改善-Do you know CAT or Horse?-  

第 3回名古屋南部難治呼吸器疾患研究会（名古屋）3月、2012 

No.12 檜澤 伸之： 

  アレルギー疾患発症における遺伝と環境のかかわり 

アレルギー研修会（東京）3月、2012 

No.13 檜澤 伸之： 

  喘息における鼻炎の役割 

第 22回東京城南喘息・アレルギー研究会（東京）3月、2012 

No.14  籠橋克紀、佐藤浩昭. 

当院での禁煙外来の現況と課題. 水戸地区肺疾患学術講演会  

(水戸) 3月、2012 

No.15  籠橋克紀、佐藤浩昭. 

ブデソニド/ホルモテロール配合剤における臨床的有用性に関する検討.  

真壁郡医師会学術講演会 （筑西）4月、2012 

No.16 檜澤 伸之： 

  成人喘息病態の多様性 

第 52回日本呼吸器学会学術講演会イブニングシンポジュウム 10（神戸）4月、2012 

No.17 寺本信嗣： 

【口腔ケア】誤嚥性肺炎の予防と治療の実践  

第 9回呼吸ケアカンファレンス（神戸）4月、2012 

No.18     坂本 透 

正しい喘息の予防法と治療法 



茨城県難病相談・支援センター交流活動事業 ｢患者・家族の喘息教室｣、5月、2012 

No.19 寺本信嗣： 

  COPD“肺粗鬆症”治療のディープインパクト-COPDの馬と猫-  

 ディスカバリーCOPDアドバンスセミナー京都（京都）5月、2012 

No.20 檜澤 伸之： 

  喘息および COPD 治療における配合剤の位置づけ 

第 547回八戸胸部疾患懇話会（八戸市）5月、2012 

No.21 檜澤 伸之： 

  CIPD治療における配合剤の位置づけ 

船橋市内科医家会・学術講演会（船橋市）5月、2012 

No.22 檜澤 伸之： 

  「遺伝」 

北海道 COPDコホート研究講演会（札幌市）6月、2012 

No.23 檜澤 伸之： 

  遺伝子情報から分る喘息病態の多様性 

第 25回東葛北部呼吸器疾患懇話会（柏市）6月、2012 

No.24 寺本信嗣： 

  COPD“肺粗鬆症”治療のディープインパクト-COPDの馬と猫- ． 

北和 COPD研究会 （奈良）6月、2012 

No.25 Teramoto S: 

“Fair” meta-analysis proves the efficacy of varenicline utilized smoking cessation without 

serious cardiovascular complication. Rapid response to the article “Risk of cardiovascular 

serious adverse events associated with varenicline use for tobacco cessation: systematic review 

and meta-analysis” (BMJ 2012 May 4; 344:e2856.)  

8 June 2012 

No.26 寺本信嗣： 

  COPD治療のディープインパクトーCOPDの馬と猫ー 

24回岐阜呼吸器内科研究会（岐阜）7月、2012 

No.27 寺本信嗣： 

  世界 4大成人病最後の課題 COPDーacute exacerbators の新治療戦略ー 

第 8回青森 COPDフォーラム（青森）7月、

2012  

No.28 寺本信嗣： 

医療・介護関連肺炎(NHCAP) 

        ラジオ NIKKEI MEDICAL LIBRARY ドクターサロン 7月 24日、2012 

No.29 寺本信嗣： 

  明日からできる誤嚥性肺炎の最新診断と限界‐新たな倫理的局面 NHCAP‐ 

第 52回 栃木呼吸不全研究会（宇都宮）7月、2012 

No.30 檜澤 伸之： 

  遺伝子情報から分る喘息病態の多様性 

大阪呼吸器疾患セミナー（大阪市）7月、2012 

No.31 檜澤 伸之： 

  喘息治療における個別化医療の重要性 

第 11回ちば喘息セミナー（千葉市）8月、2012 

No.32 寺本信嗣： 



  誤嚥性肺炎の新しい治療戦略ー口腔ケアでは治らないー． 

第 18回山形呼吸器感染症研究会（山形）9月、2012 

No.33 寺本信嗣： 

 誤嚥性肺炎の治療と予防の最前線－医療・介護関連肺炎（NHCAP）の治療区分の意味ー 

高知ゾシン講演会（高知）9月、2012 

No.34 寺本信嗣： 

  肺炎・尿路感染症等への施設内での対応ー所定疾患施設療養費算定を想定してー 

全老健 研修会平成 24年度医師研修会（東京,有明）9月、2012 

  

No.35 檜澤 伸之： 

  喘息・COPD における配合剤の位置づけ 

学術講演会（宇都宮市）9月、2012 

No.36 檜澤 伸之； 

  気管支喘息～最近の話題～ 

飯田地区喘息フォーラム（飯田市）9月、2012 

No.37 檜澤 伸之： 

  喘息における鼻炎の役割 

第 18回さいたま喘息・アレルギー治療懇話会（さいたま市）10月、2012 

No.38 檜澤 伸之： 

  遺伝子情報からかわる喘息病態の多様性 

  Kudan Conference（東京）10月、2012 

No.39 寺本信嗣：  

世界 4大成人病 COPD“肺粗鬆症”の最新治療-鍵は COPDの馬と猫-  

第８回名古屋呼吸器疾患フォーラム（名古屋）10月、2012 

No.40 寺本信嗣： 

  誤嚥性肺炎の診断と治療：ガイドライン作成者から 

第 52回報徳会宇都宮病院 院内感染対策委員会 講演会 （宇都宮）10月、2012 

No.41 寺本信嗣： 

     脳卒中後肺炎（postpost-stroke pneumonia）の最新包括的治療戦略 

東京都病院薬剤師会 城北支部勉強会 講演会 （東京）10月、2012 

No.42 寺本信嗣： 

     明日からできる誤嚥性肺炎予防と NHCAPー治療区分という新たな取り組みー 

第 10回福井 Infection Control Forum特別講演 （福井）10月、2012 

No.43 寺本信嗣：  

タバコ成人病 COPD2040のディープインパクト -「肺粗鬆症」治療のカギは馬と猫- 

第 7回札幌 COPD研究会学術講演会（札幌）11月、2012 

No.44 寺本信嗣： 

 脳卒中後のいろいろな誤嚥-肺炎への序章-  

第 36回日本高次脳機能障害学会 学術総会 ランチョンセミナー（栃木）11月、2012 

No.45 寺本信嗣：  

脳卒中後肺炎の偶然と必然 

第 7回日本リハビリテーション医学会専門医会 ランチョンセミナー（名古屋）11月、2012 

No.46 寺本信嗣： 

 誤嚥性肺炎の最新治療-今日からできること-  

米子労災病院 院内感染対策講演会（鳥取、米子）11月、2012 

No.47 檜澤 伸之： 



  遺伝子解析からわかる喘息病態の多様性 

 Scientific Exchange Meeting（福岡）11月、2012 

No.48 檜澤 伸之； 

  遺伝子解析からわかる喘息病態の多様性 

第 25回千葉呼吸カンファレンス（千葉市）11月、2012 

No.49 檜澤 伸之： 

  喘息における SMART療法とは 

Asthma Symposium 2012（つくば）11月、2012 

No.50 檜澤 伸之： 

  喘息と CPOD 最近の話題 

第 6回東部地区 COPDフォーラム（幸手）11月、2012 

No.51   籠橋克紀、佐藤浩昭. 

当科診療の現況. 感染症および喘息治療を中心に. 

 感染症ワークショップ JOY サークル in MITO学術講演会 （水戸）11月、2012 

No.52   佐藤浩昭. 

肺癌に対する分子標的薬剤とその診療上の問題点.  

茨城県立中央病院・地域がんセンター平成 24年度がん診療連携拠点病院強化事業 がん医療従事者研修

会. 第 8回臨床検査研修会 （水戸）12月、2012 

No.53 檜澤 伸之： 

  COPDと喘息の最近の話題 

COPDの臨床を考える会（札幌）12月、2012 

No.54 檜澤 伸之： 

  気管支喘息・COPDのおける最近の話 

第 48回日本呼吸器学会中国・四国地方会イブニングセミナー（岡山）12月、2012 

No.55 寺本信嗣： 

 誤嚥性肺炎の診断と温故知新の最新治療法 

           －NHCAP と胃ろう(PEG)と口腔ケア－  

第 49回秋田呼吸器疾患フォーラム 特別講演（秋田）12月、2012 

No.56 寺本信嗣： 

 誤嚥性肺炎は感染症なのか？ 

                －今、我々に突き付けられているもの－ 

第 17回大阪シンポジウム 特別講演（大阪）12月、2012 

No.57 寺本信嗣：  

タバコ成人病 COPD2040のディープインパクト -「肺粗鬆症」治療のカギは馬と猫- 

名古屋 肺粗鬆症を考える会（名古屋）12月、2012 

 


